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1．本書は、県営低コスト化水田農業大区画は場整備事業（針原北部地区）に伴う、富山市浜黒崎悪地遺跡の発掘調査

概要である。

2．調査は、富山県富山農地林務事務所の依頼を受けて富山市教育委員会が実施した。調査費用の地元農家負担分につ

いては富山市教育委員会が国庫補助金・県費補助金の交付を受けた。

3．調査期間・面積は次のとおりである。

試掘調査　平成5年7月6日～8月31日　調査面積約2，0101が（対象面積約105，000が）

発掘調査　平成5年8月4日～平成6年2月16日　調査面積約4，6001が

4．調査事務局は、富山市教育委員会生涯学習課に置き、富山県教育委員会文化課、富山県埋蔵文化財センターの指導

と助言を受けた。

5．調査は、富山市教育委員会生涯学習課学芸員小林高範、堀沢祐一が担当した。

6．本書の編集・執筆は小林・堀沢が担当し、執筆分担は各文末に示した。遺物整理・実測等については、山崎　栄の

協力を得た。

7．調査の実施から報告書作成までの間に次の各氏から有益な助言と協力を頂いた。記して謝意を表したい。

上野　章・岡本淳一郎・黒田賢一・島田修一・関　清・桃野真晃・山本正敏

8．本書の挿図・写真図版の表示は次のとおりである。

（1）方位は真北、水平基準は海抜高である。

（2）遺構の表記は次の記号を用いた。

SB：掘立柱建物、SD：溝、SK：穴・土坑、P：柱穴状ピット

（3）挿図の遺物縮尺は1／2・1／3を原則とした。また写真図版の遺物の縮尺は、1／2・1／3を原則　とした。

9．出土品及び原図・写真類は、富山市教育委員会が保管している。
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I　遺跡の位置と環境

浜黒崎悪地遺跡は、富山市浜黒崎地内に所在する。富山市街からは北東の方向に約8血のところである○

富山平野を南北に流れる常願寺川が形成した扇状地の末端にある。航空写真をみると、遺跡周辺には幾っもの河川

跡が確認され、当遺跡はこれら河川の中洲の微高地に立地したものと思われる。遺跡の北方約1・5kmには日本海が広

がっている。標高は3．9～4．6mである。現在、遺跡は水田・畑になっており、遺跡内を東西に北陸本線が、南北に

県道浜黒崎・田中線が横切っている。

周辺には、弥生・古墳時代の遺跡として野田・平榎遺跡、野中新長幅遺跡がある。奈良・平安時代の遺跡は多数あ

り、高来遺跡、浜黒崎町畑遺跡、浜黒崎飯田遺跡、横越遺跡、水落遺跡、針原中町I遺跡、針原中町Ⅱ遺跡、宮成遺

跡である。これらの遺跡は野田・平榎遺跡で昭和59年に試掘調査が行われた以外には発掘調査が行われておらず、相

互関係は不明な点が多く、当遺跡の調査を含め今後の調査に期待される。

また、当遺跡の東約2kmのところには、平成3～5年にわたって調査が行われた水橋荒町遺跡がある。規則的に並

ぶ掘立柱建物40棟、井戸20基などが発見され、官街（古代の役所）遺構として注目をあびている。　　（堀沢）

1．浜黒崎悪地遺跡　2．野田・平榎遺跡　3．野中新長幅遺跡　4．宮条南遺跡　5．高島島浦遺跡　6・針原中町I遺跡　7・針原中町Ⅱ遺跡　8・高島遺跡

9．宮成遺跡10．宮町遺跡11．平榎亀田遺跡12．飯野新屋遺跡13．水落遺跡14．浜黒崎町畑遺跡15・浜黒崎飯田遺跡16・高来遺跡17・野田Ⅱ遺跡

18．横越遺跡19．水橋荒町遺跡　20．水橋畠等遺跡　21．水橋伊勢屋A遺跡　22．水橋伊勢屋B遺跡　23．水橋中村遺跡　24・水橋池田館遺跡

第1図　遺跡と周辺の遺跡

－1－



Ⅱ　調査にいたる経緯

（1）調査の経緯と試掘調査の概要

調査の経緯

平成3年度に、富山市浜黒崎から針原方面にかけて約123haの水田を対象として、県営低コスト化水田農業大区画

は場整備事業（針原北部地区）の計画が策定された。事業地内には既に周知の遺跡として、4遺跡（浜黒崎悪地、野

田・平榎、野中新長幅、宮条南）の所在を確認していたが、一部未調査地が残っていたため、平成3年11～12月に富

山市教育委員会が分布調査を実施した。その結果、3遺跡（高島島浦、針原中町I、針原中町Ⅱ）を新たに発見し、

事業地内で合わせて7遺跡の所在が明らかとなった（第1図、第1表）。その後、富山県埋蔵文化財センター・富山市

教育委員会・富山県富山農地林務事務所など関係機関の間で協議を重ね、ほ場整備の工事の実施計画とつき合わせな

がら、平成4年度から富山市教育委員会が主体となり、事前に遺跡の試掘調査、発掘調査を進めることとなった。

平成4年度は、浜黒崎悪地遺跡の西端部分約4，400I迂を対象にして6月に試掘調査を実施し、一部に遺跡の所在を

確認した。そして排水路工事に，かかる約90I迂分について、12月初旬に発掘調査を行った。

試掘調査の概要

調査の対象となったのは、浜黒崎悪地遺跡の西半部約105，000I迂（第3図格子目トーンの部分）である。

調査は平成5年7月6日から始め、8月31日まで実施した。作業手順としては、幅1mの試掘トレンチを全部で116

か所、重機で先にあけ、作業員を用いて遺構、遺物の確認を進めた。実際の掘りあげた面積は約2，010I迂である。

調査の結果、遺跡の所在が確認できたのは、第3図の網で囲った範囲約45，000Iがである。概況として、北西側は青

灰色シルト状の地山で、遺物・遺構とも疎らだった。東側では黄灰色粘質土の地山で、穴や溝がまとまっている。

出土した遺物には、縄文土器、石器、弥生土器、土師器、須恵器、珠洲焼、土師質土器、近世陶磁器があり、弥生

土器、須恵器、土師器が多くみられる。主な遺物を第2図に示した。

番号 遺 跡 名 現状 事業地内での遺跡面積 時　　　　 代 検出遺構 主な出土遺物 備　　　 考

1 浜黒崎悪地 水田 137，000 Iが 縄文 （後～晩） ・弥生 掘立柱建物 縄文土器 ・石器 ・弥生土器 1992年試掘 ・発掘

畑 （中～後）・古墳 （前） ・ 溝 ・土坑 ・ ・土師器 ・須恵器 ・土錘 ・ 1993年試掘 ・発掘

宅地 奈良 ・平安 ・中世 ・近世 穴 ・井戸 珠洲焼 ・青磁 ・土師質土器

・近世陶磁器

2 野田 ・平榎 水田
畑
宅地
社地

53，000 Iが 縄文 （前～晩） ・弥生
（中～後） ・古墳 （前） ・
奈良 ・平安 ・中世

縄文土器 ・石器 ・土製品 ・

弥生土器 ・土師器 ・須恵器

・土錘 ・鉄棒 ・珠洲焼 ・越
前系陶器

1985年試掘

3 野中新長幅 水田 104，000 Iが 縄文 （後） ・弥生 ・古墳
（前）・奈良 ・平安 ・中世

縄文土器 ・弥生土器 ・土師

器 ・須恵器 ・珠洲焼 ・土師
質土器 ・近世陶磁器

4 宮　 条　 南 水田 40，00 0Iが 縄文 （後～晩） ・弥生
（中） ・古墳 （前） ・平
安 ．・中世 ・近世

縄文土器 ・弥生土器 ・土師

器 ・須恵器 ・珠洲焼 ・鉄棒 ・
近世陶磁器

5 高 島 島 浦 畑
宅地

50，00 0Iが 縄文 （晩） ・弥生 ・古墳
（前）・奈良 ・平安 ・中世

縄文土器 ・弥生土器・土師
器 ・須恵器 ・珠洲焼

6 針原中町 I 水田 45，000 Iが 奈良 ・平安 土師器 ・須恵器

7 針原中町 Ⅱ 水田 50，000 Iが 奈良 ・平安 土師器 ・土錘 ・鉄棒

第1表　県営針原北部地区は場整備事業地内に所在する遺跡概要
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縄文土器（1～4）1と2は深鉢の口縁部で、沈線を巡らす。3は深鉢の胴部で、区画した沈線の端を列点でつな

いでいる。4は深鉢の胴部で、撚糸文が施される。後期前半から後半に相当する。

磨製石斧（5）硬質砂岩を用いた底角式磨製石斧である。刃部は欠損し、頭部先端はつぶれている。

弥生土器（6～12）6、7は賓の口縁部で、6のロ縁部に刻みが入る07の内面には櫛状工具による刻みがみられ

る。8は小型の壷口縁部、9は聾の胴部、12は高杯の脚部である。中期後半から後期に相当する。

土師器（13、14）聾の口縁部である。13は端部が真上に伸び、14は内側に巻き込む。8世紀後半に相当する0

須恵器（15～21）15は杯A、16と17は杯Bで、16の高台は内側を向き、17の高台は外側を向く。18と19は杯蓋で、

端部はまっすぐ下がる。8世紀半ば～後半の時期である。

土師質土器（22）非ロクロ成形の小皿である0口縁はやや太めで、端部を斜めにつまみ上げる。

珠洲焼（23）嚢の胴部片である。外面は平行タタキ、内面は拳大の礫による押さえがみられる。

越中瀬戸（24）口径11cmの灰軸内ハゲの丸皿である。

美濃焼（25）口径11cmの丸皿である。内面に唐草文と桜が描かれている0
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第2図　試掘調査出土遺物（1／3）
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第3図　試掘調査位置と遺跡確認範囲　（S＝1／400）　　図面の中の数字は試掘トレンチ番号を示す



（2）本調査の経過

試掘調査の結果、工事区域内では約45，000I運の範囲（第3図網かけ部分、第4図細線部分）で遺跡が所在すること

を確認した。

このうち田面工事部分は計画高の調整を行い、工事が遺跡の包含層の深さまで及ばないように協議をはかった。

残りの道路、用水路、排水路工事にかかる部分（第4図桐かけ部分）については、遺跡の保護措置が必要であり、

引き続き発掘調査を実施することとなった。

調査は平成5年8月4日から開始し、同年12月28日まで現地の作業を進めた。一部測量作業が残ったため、最終的

には翌年2月16日まで補足測量を行った。調査した面積は約4，600I迂である。

調査にあたっては、調査地が幅6～8mと細長く、かなり広い範囲に及ぶことから、西側からA～F地区に分け、

地区ごとに調査を進めた。またA、B地区は一度盛り土して、道路を仮敷設した箇所であり、調査終了後、すぐに埋

め戻して農耕機械や人が通れるよう配慮した。

作業は、バックホウにより遺物包含層の上面まで表土を排出したのち、作業員を用いて遺物包含層を掘り下げ、遺

構の確認と包含層中の遺物の取り上げを行った。遺構は概略図をもとに番号をふり、土層断面図や遺物出土の平面図

を取りながら掘り下げた。遺構の平面測量は航空写真測量で行うとともに、部分的に平板測量でも進めた。

調査に用いた基準杭は、調査範囲の東西方向をもとにして、任意に座標を設定したものであり、東西方向のY軸は

真北から約240西へ偏っている。最終的には航空写真測量で公共座標値を求め、数値の変換も行った。また、水平基

準は付近のBM点から測定して用いた。

なお、調査区域が広い範囲に及び、地山からの湧水があったため、終了した地区ごとに排水をしながらバックホウ

ですぐに埋め戻しを行い、引渡した。

第4図　発掘調査区域（1‥2，500）
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Ⅲ　調査の概要

（1）層序

調査区の基本的層序は、表土層を第1層として4層まである。第1層：厚さ20～35cmの暗灰褐色砂質土で、現在の

耕作土である。第2層：厚さ5～15皿の暗褐色砂質土、第3層：厚さ20～45皿の黒褐色粘質土である。遺物は第2層

の下半部及び第3層中に含まれていた。第4層：地山層であり、A・B地区とC地区の西端部にかけては青灰色シル

ト、そのほかの区域は暗黄灰色粘質土であった。また、第4層までの堆積土の厚さは、西側では深く、湧水を伴って

おり、東側に向かうにつれて浅くなる傾向にある。

（2）遺構

①A・B・C地区（第5図）

A・B地区では遺構、遺物ともにわずかな状態であった。この付近は、平成4年度に試掘調査、発掘調査を行った

箇所だが、青灰色シルトの地山に溝・穴など遺構が疎らな分布状態をなし、縄文土器や土師器など遺物の出土も散漫

だったことから、極めて希薄な状態にあるものと思われる。一方、道路を隔てたC地区では、暗黄灰色粘質土の地山

上に溝、ピットが多く検出された。ピットのうち柱穴状のものも幾っかみられたが、建物として並びは確認されなかっ

た。以下にC地区の主な溝の概要について記載する。

SDOl（第5図）C－1地区の東端で検出した南北方向に伸びる溝である。南端では幅90皿、北端では幅40皿と

次第に狭まっており、中ほどで他の穴による切り合いがみられる。溝の断面形は南端で皿状を呈し、深さ15cm前後と

かなり浅く、北側ではU字状で50cmはどの深さとなる。出土遺物はなく、時期は不明だが、堆積土層の状況から比較

的新しい時期のものと恩われる。

SDO2（第5図）C－1地区東側で検出した。幅1．6m、深さ80cmの東西方向に伸びる溝である。断面は皿状も

しくは円弧状を呈し、土層の観察からSDO3、SD04を切っているのが確認された。また、南側のSD06と方

向性が同じであり、同一の溝と考えられる。溝中から遺物は出土しなかった。

SDO3（第5図）C－1地区東側で検出した。幅30cm、深さ20cmを測り、覆土は黒褐色土である。南側でSDO

4、SD02に切られており、消滅している。

SDO4（第5図）C－1地区東側で検出した。幅65cm、深さ20cmを測り、覆土は暗灰褐色土である。断面形は皿

状で、遺物は出土せず、時期は不明である。SD03を横切って東西方向にのび、北側ではSD02に切られて消滅

している。したがって重なり合っている3条の溝の関係は、SD03が最も古く、SDO4、SD02の順に新しく

なると判断される。

SDO5（第5図）C－1地区東側で検出した。東西方向に伸び、幅30cm、深さ10cmはどの浅い溝である。覆土は

灰褐色土で、新しい時期の溝と思われる。

SDO6（第5図）C－1地区南側に位置し、東西方向に伸びている。幅約1．2m、深さ約90cmを測る。溝の方向

性と土層の堆積状態の類似から北側のSD02とつながるものと恩われる。遺物は出土していないが、上部の包含層

の遺物の分布から奈良時代前半（8世紀半ば）くらいに相当するのものと思われる。

SDO7（第5図）C－2地区の南端部で検出した。東西方向に伸びる幅6mを越す大溝である。確認面から溝の

底面までの深さは約50皿と浅く、段をもちながら全体的に緩やかな皿状を呈する。溝の中ほどから底面に近い深さの

ところで、弥生時代後期後半～古墳時代初めと思われる嚢や小型の鉢、高杯の脚部など遺物が多く出土した。集塔を

取り囲む溝であろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小林）
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SDO6土層図

①暗灰褐色土
②黒褐色土
③黄灰色土（暗灰褐色土混じる）
④貴灰色粘土（地山）
⑤暗褐色粘土
⑥黒褐色粘土

SDO7土層図

①暗黄灰色粘質土
②撹乱
③黒灰色粘土
④暗黄色粘質土
⑤黒色粘土
⑥暗黒褐色粘土

⑦黒色粘土（黄灰色土混じる）
⑧灰色砂質土
⑨貴灰色砂質土
⑳淡灰色貼質土
⑳淡灰褐色貼質土（黄白色砂質土混じる）
⑳淡灰褐色貼質土

◎竿替
⑳　　⑳

二
　
／

第5図　A◎B◎C地区遺構図（S＝1／200）

3°7m二魂B
SDOl土周囲

①暗褐色土
②灰褐色土
③貴灰褐色土
④黄灰色土（地山）

止9°
3

SDOl土層図

①暗褐色土
②灰褐色粘土
⑧黒褐色粘土
⑥黒褐色粘土（黄灰色土混じる）

堰リ ⑧ ⑳

①

②

④
⑥ ⑥ ⑦

⑧ 警⑨

SDO2、03土層図

①暗灰褐色土表土
②暗黄褐色土
⑧黄灰色土
④灰色粘土
⑤黒褐色土（灰色砂混じる）

⑥暗灰褐色粘土
⑦黒褐色土
⑧暗褐色粘土
⑨黒褐色粘土
⑳暗灰褐色土
⑪灰色砂

10m（遜構図）
2m（土層園）



②D・E・F地区（第8、9図）

D・E・F地区では、掘立柱建物4棟、溝24条、土坑、ピット多数を検出した。掘立柱建物はE地区南半部にまと

まっており、大溝がD地区東側とE地区北側にみられる。掘立柱建物及び主な溝の概要について以下に記載する○

（1）掘立柱建物

SBOl・SBO2（第6・8図）E－2地区の南端で2棟の掘立柱建物（SBOl・SBO2）を検出した。

SBOlは桁行2間以上、梁間2間の東西棟である。方位はN－230－E。建物規模は桁行が4・9m以上で、梁間

が5．4mである。柱間はそろわない。桁行柱間寸法・南側柱筋では、西から2．15m，2．3mで、北側柱筋では、2・3m，

2．5mである。梁間柱間寸法は、北から2．8m，2．6mである。

掘方形は一辺約60皿の隅丸方形である。掘方から柱根は検出されなかったが、掘方の底部に一段低くなるところが

あり、ここに柱を建ていた可能性が高い。柱は掘方の中心よりもやや南に寄っていたと考えられる。掘方の深さは、

一番深いところで、地山より約30cmを測る。桁行南側柱筋の西から2番目（P4）と北側柱筋の西から3番目（P6）

の柱穴は試掘トレンチと排水溝によって切られている。

出土遺物はPl，P2，P7から弥生土器片・土師器片が数点あるのみである。P2からは弥生時代後期の賓の口

縁部と器台の底部が出土している。

SB02は桁行2間、梁間2間の南北棟である。方位はN－310－E。建物規模は桁行・東側柱筋で3・2m、西側

柱筋で3．5m、梁間が3mである。ややゆがんだ平面形をしている。柱間寸法は、東側柱筋が1・6m等間で、西側柱

筋が1．75m等間である。北側柱筋は西から1．6m，1．4mで、南側柱筋は西から1・4m，1・6mである○

掘方形は四隅の柱穴が一辺約60cmの隅丸方形である。P8，PlO，P14は試掘トレンチと排水溝によって切られて

いる。中間の柱穴掘方は形が若干違う。桁行側は、縦70皿，横40皿の長方形。P13に対応する柱穴は試掘トレンチに

ょって切られており、柱穴の底部が辛うじて残っているのみである。梁間側は、直径約40皿の円形をしている○

出土遺物はP12，P14，P15から弥生土器片・土師器片が数点出土している。

SBOlとSB02の関係であるが、SBOlの北西端の柱穴（Pl）がSB02の南西端の柱穴（PlO）を切っ

ていることから、SBO2、SBOlの順で建物が建てられたと考えられる。各々の建物の時期については、出土遺

物が少ないため断定できないが、SBOlは弥生時代後期後半の可能性が高い。SB02は、SBOlより古いので

弥生時代後期後半以前のものと思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（堀沢）

SBO3（第7・8図）E－2地区中央に位置する。西壁際での部分的な検出のため、全貌は明らかではないが、

桁行2間以上、梁間2間の東西棟と思われる。方位はN－280－E。建物規模は梁間が3・2mあり、柱間寸法は1・5

m等間である。

掘方は径30cmほどの不整楕円形をしており、柱痕に対してかなり狭くて小さいものである。

出土遺物はP18から土師器の椀の口縁が1点のみ出土しているが、時期は特定できない。ただ、柱穴や掘方の大き

さがSBOl、SB02よりかなり小さくなっていることから、時期を隔てたものと推測される。古代から中世の段

階の掘立柱建物の可能性をもっ。

SBO4（第7・8図）E－2地区北端に位置する。東壁際での部分的な検出のため、建物の全貌は明らかではな

い。桁行2間以上、梁間2間の東西棟と患われる。方位はN－190－E。建物規模は梁間が4mあり、柱間寸法はほ

ぼ2m等間である。

掘方は径40皿ほどの隅丸方形で、SB03より若干大きめである。P23及び対応する柱穴は排水溝により切られて

いる。

遺物は全く出土せず、SB03と同じで古代から中世の掘立柱建物なのかもしれない。

－10－
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（2）溝

SDO9（第8図）E－1地区の東端で検出した。南西から北東方向に直線状に伸びる。方位はN－500　－E。幅

は約50皿、深さ10皿で、弓なり状の浅い溝である。覆土は暗灰色土に黒褐色土が混じる。出土遺物はなく、時期は不

明である。

SDl O（第8図）E－1地区の東端で検出した。SDO9同様、南西から北東方向に直線状に伸びる。方位はN－

400　－E。幅は最も広いところで1．2m、平均70cm。深さは約10cmで弓なり状の浅い溝である。覆土は灰褐色粘土が

主体で暗灰褐色土が混じる。出土遺物はなく、時期は不明である。

SD11（第8図）E－1地区の中央で検出した。南東から北西方向に直線状に伸びる。方位はN－500　－W。長

さ約9m、幅約70cm、深さ35cmで∪字状を呈する。溝の中央部、南西端に一段深いところがみられる。覆土は黄灰色

砂質土と淡黒褐色土が交互に堆積した上に、黒褐色土が層をなす。出土遺物は弥生土器片・古式土師器片がある。時

期は弥生時代後期～古墳時代初頭と考えられる。

SD13（第8図）E－1地区東端、SD09の覆土を取りのぞいた下から、溝の北西端を検出した。南東から北

西方向に伸びていると思われる。幅は排水溝に切られているため不明である。深さは約34cmである。出土遺物は弥生

土器片・土師器片がある。時期は弥生時代後期～古墳時代初頭と考えられる。SDllと同時期であろう。

SD14（第8図）E－2地区、SB02の北1mで検出した。東から西方向に直線状に伸びる。方位はN－650　－

W。幅は最も広いところで80cm、平均45cmである。深さ25cmで、U字状の溝である。遺物は須恵器が2点出土し、時
1

期は8世紀後半と思われる。

SD15（第8図）E－2地区、SD14の北側6mで検出した。南東から北西方向に直線状に伸びる。方位はN－

650　－W。幅は、最大1．6m、平均1m、深さ13～16cmの弓なり状の溝である。覆土は黄灰色土、暗褐色土の順であ

る。出土遺物は土師器片、須恵器片である。時期は、古墳時代後半～奈良時代前半と考えられる。

SD19（第8図）E－2地区、SD15の北55mで検出した。、南西から北東方向に直線状に伸びるが、北東に進

むにしたがってハの字状に開いてくる。方位はN－600　－E。幅は1．8～2．0m、深さは約39cm、U字状をなす。覆

土は北上面から南下層にかけて斜めに黄灰色砂、暗灰褐色土が層をなす。その後、灰褐色・黒褐色の粘質性の土が堆

積する。出土遺物は、土師器片、須恵器がある。時期ははっきりしないが、溝上面の黒褐色土から奈良時代前半の須

恵器が出土しており、その時期までさかのぼると考えられる。

SD24（第9図）E－2地区北端から11mで検出した。南西から北東方向に直線状に伸びる。幅約16m、深さ26

皿の大溝である。方位はN－500　－E。覆土は橙灰褐色土、灰褐色土、暗灰褐色土、黒褐色土の順で堆積する。出土

遺物は須恵器片が1点である。時期は不明である。

SD28（第9図）F地区中央で検出した。西側の溝端が南東から北西方向へ、東側の溝端が南から北方向に伸び

ていて方位が揃わない。しかも、東側が一段と深くなっていることから、ふたっの溝が存在していると思われる。南

東から北東方向に伸びる溝は、深さ約53皿で、底面は平坦である。覆土は、灰褐色土、暗灰褐色土の順である。南か

ら北方向に伸びる溝は、深さ80皿で、弓なり状である。覆土は、黄灰色砂、暗灰褐色土、黒褐色土の順である。7切り

合い関係は不明である。出土遺物は縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器がある。時期は奈良時代前半と思われる。

SD29・30（第9図）F地区東端で検出した。SD29は、南から北方向に直線状に伸びる。溝検出部中央か

ら北にかけて一段低くなり、そこに遺物が集中していた。幅は約1．4m、深さは57～76cmである。覆土は、黄灰色砂

質土、灰色粘質土、黒褐色粘質土で、黄灰色砂質土の層に遺物が多数みられた。出土遺物は縄文土器、弥生土器、土

師器、須恵器である。時期は奈良時代後半と考えられる。SD30は、SD，29に平行して走り、SD29の中央付

近でこの溝に流れこむ。幅50cm、深さ44皿でU字状である。出土遺物はなく、時期は不明である。　　　（堀沢）
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第7図　掘立柱建物（SBO3、SBO4）

ー13－

P20土層図

①黒褐色土
②暗褐色土（地山混）
③暗褐色土
④黄灰色土
⑤灰色土

P22土層図

①黒褐色土（橙色土混）
②黒褐色土（地山混）
③黒褐色土
④黄灰色土

P17土層図

①黒褐色土
②暗褐色土
③黄灰色土

1m（土層図）
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SDO8土層図（S＝1／80）

①暗褐色土
②暗灰褐色土
⑧暗黄褐色土
④黄灰色砂

4m（S＝1／80）
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第8図　D◎E－1◎E－2eE－3地区遺構図（S＝1／200）

SDll土層図（S＝1／40）

①暗褐色土
②褐色土（貴灰色砂混じる）
⑧黄褐色土
④黄灰色土
⑤黒褐色土

0　　　　　　　　　　　　　　　　　10m（逼構図）

SD19土層図（S＝1／40）

①黒褐色粘質土
②灰褐色粘質土
⑧灰色粘質土（黄褐色粘質土粒状に入る）
④暗灰褐色土（黄褐色粘質土粒状に入る）
⑤灰色粘質土
⑥暗灰色枯質土（黄褐色粘質土ブロック状に入る）
⑦暗灰褐色粘土
⑧黄灰色砂（黒色砂質土混じる）
⑨黄灰色砂（暗褐色砂質土混じる）

2m（S＝1／20）
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SP礼土層囲（S＝1／80）

①暗褐色土
②暗灰褐色土
③灰褐色土
④灰褐色土（砂が混じる）
⑤橙灰褐色土（灰色貼質土混じる）

SD28土層囲（S＝1／80）

①橙灰色砂質土（ブロック状に暗褐色土混じる）
②暗褐色砂質土
③暗灰褐色粘質土
④灰褐色粘質土

⑤灰褐色貼質土
⑥貴灰色粘質土（貴灰色砂が混じる）
⑦暗灰褐色枯質土（⑥がところどころ混じる）
⑧貴灰色砂

0

』＝＝コ＝＝＝コ±＝＝＝＝＝＝∃m（土閥）

第9図　E－40F地区追福圏（S＝1／200）



（3）遺物

遺構内出土の遺物（第10図）

SBOl（1、2）弥生土器が出土している。1は聾の口縁部で、外面には粗いパケ目調整がみられる。2は高杯

もしくは器台の脚部である。外面にはへラミガキ、内面にはへラケズリがみられる。いずれも弥生時代後期後半の土

器である。

SBO3（3）土師器の椀の口縁部である。劣化しており、調整は不明である。時期は特定できない。

SDO7（4～6）弥生土器、古式土師器が出土している。4は賓で、口縁はくの字状に開き、端部は上下に膨ら

んでいる。外面に煤がみられる。5は小型の鉢で、内外面に横方向のへラミガキが密にみられる。器壁は厚く、内外

面に赤彩を施す。6は高杯の脚部で、端部は粘土帯を貼りつけて肥厚させている。円形の透かし孔が穿たれ、外面と

内面の一部を赤彩している。いずれも後期後半段階に相当する。

SDO8（7、8）7は須恵器の杯蓋、8は杯B底部である。高台は外側を向く。8世紀後半のものであるo

SDll（9）弥生土器、古式土師器が出土している。9は弥生時代後期後半の長頸壷の口頚部で、外面にはパケ

目調整、内面にはパケ目の後ヨコナデを加えている。外面に煤が付着している。

SD13（10、11）弥生土器、古式土師器が出土している。10は壷の口縁部で、外面には櫛状具による刻目を加え

ており、内面に2段の羽状文を施文する。弥生時代中期に属する。11は高杯の脚部である。端部に粘土帯を貼り付け

た痕跡がある。外面はミガキ、内面はパケ目の後ヨコナデがみられる。弥生時代後期の土器である。

SD14（12）須恵器の杯B底部である。体部はやや外側に向かって上がり、高台は内側を向く。8世紀後半に相

当する。

SD15（13）須恵器の賓の口縁部から胴部にかけて破片である。外面はタタキの後カキメ調整を行い、内面には

同心円状のあて具跡が見られる。8世紀第2四半期に属する。

SD19（14）須恵器の杯Aである。底部にへラ記号「－」？が見られる。8世紀第2四半期に相当するo

SD24（15）須恵器の賓の胴部片である。外面に平行タタキ目、内面には同心円状のあて具跡がみられるo

SD28（16～22）縄文土器、古式土師器、須恵器が出土している。16と17は縄文土器で、16は口縁端部にへラ状

工具で刻目をっける。17は沈線文の間に縄文が施され、横に「コ」状に沈線文を加える。縄文後期前半から晩期にか

けての土器と考えられる。18～22は須恵器で、18～20は杯Aである。口縁は斜めに伸びる。21は杯Bの底部で、高台

は外側に向く。22は口縁端部が下方に下がる杯蓋である。いずれも8世紀第2四半期に相当する。ほかに図示はして

いないが、溝中より木製遺物が1点出土し、た。先端に加工の痕跡を残しており、カシ類のコウヤマキと思われるo

SD29（23～25）縄文土器、古式土師器、須恵器が出土している。23は縄文土器の深鉢底部で、網代痕がみられ

る。後期の土器と恩われる。24は古式土師器の嚢の口縁部である。擬凹線文を施しており、塚崎Ⅱ式に比定できる。

25は須恵器の杯Bである。高台は外側を向き、8世紀後半に相当する。

SKO6（26）縄文土器（晩期）、弥生土器、古式土師器が出土している。26は古式土師器の高杯の脚部である○内

面にはパケ目調整を施し、外面はへラケズリを行う。円形の透かし孔が穿たれている。

SXO4（27）古式土師器の嚢の口縁部である。内面はナデ調整している。
L

P266（28）古式土師器の賓の口縁部で、内外面にナデ調整がみられる。

P303（29）古式土師器の嚢の口縁部である。内面にパケ目とへラケズリ、外面にパケ目の後へラミガキがなさ

れている。

P313（30）弥生土器の器台の口縁部で、内面はパケ目の後ナデ調整し、外面はパケ目の後へラミガキを行う○

後期の土器である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小林・堀沢）

一18－



／／扇、
FC　－」＿＿．＿＿＿二さヽ

♂　〆ク：ク　タブ♂

、　　　　　←一一二一一一「♂
ベ；

一二三二二7
18

ノ

ノ

〝題”喜■鵜「＿l　′＼＼、工桓二

「こ「‾‾1’＋≠莞

1・2はSBO1、3はSBO3、4～6はSDO7、7・8はSDO8、9はSD11、
10・11はSD13、12はSD14、13はSD15、14はSD19、15はSD24、
16～22はSD28、23～25はSD29、26はSKO6、27はSXO4、
28はP266、2gはP303、30はP313

第10図　遺構内出土遺物（1／3）
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包含層の遺物（第11、12図）

縄文土器、石器、弥生土器、土師器、須恵器、土錘、珠洲焼、土師質土器、青磁、近世陶磁器、石臼がある。中で

も土師器、須恵器の割合が多く、主なものを第11図、第12図に示した。

縄文土器（1～3）1は口径22cmの蓋で、晩期中葉の中屋式期に相当する。2は斜縄文を施した深鉢の胴部、3は

網代痕がみられる底部片である。

打製石斧（4）礫面を残したまま作られており、刃部は少しつぶれている。安山岩を使用している。

弥生土器（5～8、10）5は聾の口縁部で、外面に櫛状工具による刻目が入り、口唇部内面には3条の刻みがみら

れる。6～7は聾の底部で、外面にパケ日調整がみられる。10は嚢で、口縁はくの字状に開き、端部は上下に膨らん

でいる。後期後半に位置付けられる。

扁平片刃石斧（9）もとは縦長の扁平片刃石斧で、欠損したものを再研磨している途中と考えられる。硬質貢岩を

使用している。

土師器（11、12）11は長胴聾の口縁部で、端部は台形状を呈する。12は小型賓の口縁部である。8世紀後半頃のも

のである。

須恵器（13～22）13、14は杯Aで、口縁はやや外反気味である。15～17は杯Bで、高台は外側を向く。18、19は杯

蓋で、つまみは宝珠状、口縁端部は下方に下がる。20は聾の口縁部、21、22は賓の胴部片である。いずれも8世紀第

2～第3四半期のものである。

土鍾（27～29）いずれも外面に指頭圧痕がよく残っている。28、29は完形品である。

珠洲焼（23、24）23は嚢の胴部片である。24は摺鉢の底部片で、12条の細かな卸し目が粗く刻まれている。

土師質土器（25）井口クロ成形の小皿である。口縁はやや外反気味である。

青磁（26）口径16cmの椀の口縁部である。龍泉窯系のものである。
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第11図　包含層からの出土遺物①（4・9は1／2、他は1／3）
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Ⅳ　まとめ

試掘調査

遺跡の西半部では、約45，000適の範囲に所在を確認した。状況としては、東端の用水路を中心とし、北はJRの線

路手前まで、南は既存の道路と民家付近まで分布し、西側に細長く伸びている。ただし、県道を挟んだ西端は遺構、

遺物とも疎らな状態であった。概して対象区の東側に向かうほど遺構の分布は密になっている。

遺物には、縄文土器、磨製石斧、弥生土器、須恵器、土師器、珠洲焼、土師質土器、近世陶磁器などがあり、年代

幅はかなり広い。多いのは、弥生時代、奈良時代の遺物である。

遺構、遺物の状況から、本遺跡は縄文～江戸時代にわたる、複合した集落遺跡であることが判明した。また、遺跡

の主体となるのは弥生時代と奈良時代である。

なお、平成6年度に、引き続き遺跡の東半部の調査を行う予定にしている。

発掘調査

（1）遺　構

試掘調査で確認した範囲のうち、道路等の工事にかかる部分について、引き続いて発掘調査を実施し、掘立柱建物

4棟、溝、土坑、－ピットなどを検出した。

概況として調査区の西側、A・B地区では遺構が疎らであり、遺跡の中心から外れた状態である。一方、C地区中

央以東にかけては大きな溝、掘立柱建物がまとまってみられた。

掘立柱建物は、地形からみると周辺よりやや高めで、地山が堅くしっかりした場所に建てられている。SBO2以

外全貌は分かっていないが、周辺にさらに多くの建物が存在するものと患われる。

南側のSB02は、規模が2間×2間、時期は弥生時代後期後半より前と想定される。SB02を切っているわが

SBOlであり、出土遺物から弥生時代後期後半の時期と判断される。規模はSB02より大きくなっている○

北側に位置するSBO3、SB04は遺物がほとんどなく、時期を特定できないが、柱穴、掘り方の大きさがかな

り小さくなり、SBOl、SB02とは完全に時期を隔てている。付近の溝、包含層の遺物状況から判断し、古代～

中世段階の建物ではないかと患われる。

溝は、掘立柱建物の外側を囲むように分布し、東西方向に向かうものが多い。年代的にはC地区南端のSDO7、

E地区南東端のSDllとSD13が弥生時代後期～古墳時代初頭に所属し、SBOl、SB02の時期に対応して

いる。それ以外の溝は8世紀半ば～後半にかけての時期である。

遺跡内の溝の繋がりは、なかなかっかめないが、C地区のSD02とSD06は同一の溝であり、さらに全体をみ

ると、E地区中央のSD19に続いている。また、E地区北端で検出したSD24は幅16mの大溝であり、遺跡の外

側を囲んでいるようにみられる。集落の境となる溝であろうか。

このような様相から、分布的には東側の少し高まった部分が本遺跡の中心地であり、東端の現在ある悪地集落の方

向へ続いているといえるだろう。

さらに年代的には、調査区の南側の部分、ちょうどC地区のSD07からE地区南端のSBOl、SB02のあた

りにかけて、弥生時代後期と患われる遺構がまとまっている。他の区域の遺構は、ほとんどが奈良時代以降のもので

あることから、その分布状況は遺跡の変遷過程を示すものと考えられる。つまり、南側のSBOl、SB02を中心

に弥生時代の集落が小規模ながら形成され、短期間で廃絶した後、奈良時代には北側へ大きく広がる大集落として再
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編成されたものと解釈されるのである。

また、集落の在り方としては、県内各地の平野部の海岸にはど近いあたりで、縄文時代後、晩期から弥生時代後期

にかけて遺跡がまとまって分布していることが、先行研究や発掘調査（久々1986など）により明らかにされている。

扇状地末端部の湧水帯に展開する「扇状地型」の集落であり、微高地のそばの低湿地は水田として開発されたとの解

釈がなされている。

本遺跡でも、遺構や遺物では農耕に関わるものが全くみられないが、同様の見方をとることができる。すなわち、

弥生時代後期、あるいは奈良時代において周辺の湿地帯を水田として活用し、集落を維持していたのであり、現在の

水田耕作に繋がるものである。また、遺跡内にみられる幅の狭い溝の多くは、耕作に伴う排水路として利用したもの

と考えられる。

（2）遺　物

出土した遺物は、試掘調査と同様、縄文時代から弥生～古墳、奈良、室町、江戸の各時代にわたっており、年代幅

は広い。このうち主体的なのは、弥生時代後半と奈良時代後半期であった。

縄文時代の遺物は、縄文土器と打製石斧がある。いずれも包含層中のもので、遺構には伴っていない。土器の年代

は後期前葉～晩期前葉にかけての時期である。集落としては未発達な時期だが、遺跡の最も古い段階に相当する。

弥生～古墳時代の遺物は、弥生土器、扁平片刃石斧、古式土師器がある。包含層及び遺構内から出土し、量も多め

である。土器の年代をみると、弥生時代中期後半のものがわずかにあるが、弥生時代後期後半～古墳時代初頭の時期

が主体的である。集落の形成期と位置付けられる。

奈良時代の遺物は、須恵器、土師器、土錘がある。包含層、遺構ともに最も多く出土しており、年代的には、8世

紀半ば～後半に相当する。集落の再編成期と捉えられる。

室町時代、江戸時代の遺物は、珠洲焼、土師質土器、青磁、近世陶磁器、石製品がある。すべて包含層からの出土

のみで、遺構には伴っていない。珠洲焼はⅤ～Ⅵ期に相当する。土師質土器と合わせ、年代としては15世紀後半～16

世紀に位置付けられる。近世陶磁器には、17世紀の初めに相当する越中瀬戸があり、集落の継続期と捉えられる。

出土遺物の様相からは、縄文時代後～晩期に基盤が築かれ、弥生時代後期～古墳時代初めに確立し、8世紀半ば～

後半に再編成された後、15世紀～17世紀まで継続するというおおまかな流れを捉えることができる。　（小林）
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